
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践事例（１０）】             （気仙沼市立大谷小学校） 

津波注意報・警報発表時の対応を地域の関係者と確認 

  

学校の状況 

○東日本大震災では，津波が校舎１階まで浸水した。 

○学校のある大谷地区の沿岸地域では，津波の被害が大きかった。 

○学校は海岸から約５００ｍ，標高約１６．７ｍの位置にある。 

 

取組内容 

■令和４年５月に，県が公表した津波防災地域づくりに関する法律に基づく「津波浸水想定図」を受け，避

難に関する内容や教職員の参集表，全家庭に配布する災害時の対応表などを改善した。 

   

取組方法 

 １ 有識者（大学准教授：学校防災アドバイザー），大谷地区振興会連絡協議会長，大谷公民館長と学校と

で協議 

 ２ 年度始めに，上記関係者に，学校の防災マニュアル渡し，内容の確認を依頼 

３ 上記の関係者が参集し，県が公表した津波防災地域づくりに関する法律に基づく「津波浸水想定図」を

参考に，これまでの津波対応の避難訓練における課題を踏まえた避難に関する内容や教職員の参集表，

全家庭に配布する災害時の対応表などについて協議し，改善した。 

 

【改善した津波注意報・警報発表時の対応表】※家庭配布用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 

 

取組の成果 

・学校職員では気付くことの難しい点について，地域や専門家の視点から助言をいただくことができた。 

 

 

 

 


